
≪主な利用状況≫（　）は令和６年度実績

・預入酪農家戸数　15戸（15戸）

・5月在頭数 406頭（436頭）、育成畜舎頭数 287頭（286頭）

・収入合計　　　46,871,434円（48,688,560円） （　）は令和６年度実績

  ≪主な内訳≫

    指定管理料　　23,967,000円 （23,967,000円）

　　利用料金　　　22,630,740円 （23,794,940円）  

・支出合計　　　50,802,993円 （47,735,956円）

  ≪主な内訳≫

    人件費等　　　20,973,787円 （20,815,881円）

    原材料費　　　15,513,021円 （10,820,314円）

・収入－支出　  △3,931,559円（952,604円）

  ≪収支差額の主な要因≫

　（収入減）・利用料金収入　　対前年度1,164,200円の減

　　　　　　・雑収入　　　　　対前年度652,926円の減

　（支出増）・人件費等　　　　対前年度157,906円の増

　　　　　　・原材料費　　　　対前年度4,692,707円の増

　　　　　　・車両費　　　　　対前年度482,533円の増

・令和６年度・令和７年度収支比較【資料２】

５　自主事業の
　　達成状況

・地域農業の実態への理解を深めるため、駒里小学校の市営牧場の見学機会を設け、防疫対
策の学習も含めた食農教育を行った。

・管理報告業務　等

　５月の入牧頭数は令和６年度から６頭増加し、継続牛の頭数は36頭減少したことにより、
５月末の在頭数は406頭となった。

・延受入頭数 102,295頭（ 106,254頭）

・管理施設の利用状況【資料１】

２　年間利用頭数

４　管理運営状況 ・公共牧場の有効活用を図ることを目的として利用者で組織する千歳市営牧場利用者協議会
や石狩農業改良普及センター等の意見を聞きながら、配合飼料の適切な給餌を行い、良好な
栄養状態となるよう努めている。
・管理人住宅に職員１名を常駐し、緊急時の連絡体制を整えている。
・電気牧柵による放牧地の分割管理を行い、効率的な運用を図っている。
・専門機関である石狩農業改良普及センターや北海道農業共済組合、北海道石狩家畜保健衛
生所と連携し、牧場への病原体持ち込み防止や消毒など飼養衛生管理や健康管理に努めてい
る。また、良好な牧草やデントコーンを収穫するため、収穫時期等計画的に行っている。

３　事業収支
＜決算状況（税込）＞

　令和７年度指定管理者モニタリング結果

施 設 名 ・ 住 所  千歳市営牧場・育成畜舎（千歳市駒里1032番地の１ほか）

・預託牛の入退牧業務

１　実施事業及び
　　内容等

・育成牛の通年管理

・農業機械及び牧場施設の管理業務

指 定 管 理 者

・市営牧場利用料の徴収業務

 公益財団法人道央農業振興公社

指 定 期 間  令和４年４月１日～令和９年３月31日（５か年の４年目）

・採草地、飼料畑の生産管理に関する業務

　放　　牧　　5月15日～10月15日（154日間）

・預託牛の健康管理及び授精に付帯する業務

評 価 担 当  産業振興部 農業振興課

　育成畜舎　　4月 1日～5月14日、10月16日～3月31日（211日間）
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・千歳市営牧場利用者協議会から、配合飼料の適切な給餌の要望があることから、配合飼料
の給餌を栄養バランスを考えながら継続するとともに、入牧当初からの発育不全・栄養不良
等を解消するため、獣医師の指導のもと対象牛の給餌量を増やすなど個別の対応により発育
不良の改善に努めている。

・市営牧場における職員体制は、繁忙期や緊急時において不足している状態である。そのた
め、適切な人員確保や人材育成を行うよう努める必要がある。
・放牧地の分割管理や飼槽配置の工夫など、施設の有効活用や効率的な運用に取り組み、利
便性の向上に努め、受入希望頭数に対応できている。
・計画的な草地更新により飼料用牧草が確保されており、必要な粗飼料の供給に努めてい
る。
・自主事業において、駒里小学校の市営牧場の見学機会を設け、防疫対策の学習も含めた食
農教育を行い、酪農、畜産に興味を持ってもらうよう努めている。
・物価高騰の影響により、肥料等原材料費が前年度から4,692,707円の増となり、苦慮して
いることが伺える。
・市で実施した利用者アンケートにおいて、「預けて戻ってきた牛の状態」の質問に対し、
「満足」から「普通」の回答が13件中７件であった一方、「やや不満」から「不満」の回答
が６件あることから、その６件について改善指導を行っている。
・アンケート調査結果【資料３】

７　評価
＜総合コメント＞

６　市民サービス
　　の向上を図る
　　ための取組み
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